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平成２２（２０１０）年１月１日（金） 

 

浦
賀
駅
前
の
絵
画 

東西風風  

 

 

浦賀港 

浦賀文化 センター 

（ 郷土資料館 ） 
浦賀駅 から 浦賀通 りを 徒歩 10 分 

所在地 ： 横須賀市浦賀 ７ － ２ － １ 
電話 
FAX ：  ０４６ － ８４２ － ４１２１ 

京急浦賀駅 
至大津 至観音崎 

至久里浜 

  浦賀公民館 
浦賀行政 センタ  ー   浦賀 

警察署 

  市営 
プール 

浦賀文化 センター 

ﾊ ゙ ｽ 停 ･ ﾄ ゙ ｯｸ 前 

浦賀港 

浦賀文化 センター 

（ 郷土資料館 ） 
浦賀駅 から 浦賀通 りを 徒歩 10 分 

所在地 ： 横須賀市浦賀 ７ － ２ － １ 
電話 
FAX ：  ０４６ － ８４２ － ４１２１ 

京急浦賀駅 
至大津 至観音崎 

至久里浜 

  浦賀公民館 
浦賀行政 センタ  ー   浦賀 

警察署 

  市営 
プール 

浦賀文化 センター 

ﾊ ゙ ｽ 停 ･ ﾄ ゙ ｯｸ 前 

浦
賀
駅
か
ら
久
里
浜
に
向
か
う
道
の
左
側

と
観
音
崎
に
向
か
う
道
の
右
側
に
歴
史
の
町

浦
賀
を
表
わ
し
た
十
二
枚
の
絵
が
か
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
浦
賀
国
際
文
化
村
推
進
協
議
会

が
平
成
十
二
年
の
咸
臨
丸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
作
成
、
展
示
し
た
も

の
で
す
。
ど
の
よ
う
な
絵
が
か
け
ら
れ
て
い
る

の
か
、
添
え
書
き
さ
れ
て
い
る
文
と
あ
わ
せ

改
め
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

①「ペリーとサスケハナ号」 浦賀小歴史絵委員会、 

嘉永6年(1853)6月、アメリカ大統領の国書を持ったペ

リー率いるサスケハナ号以下 4 隻の黒船が浦賀沖に

姿を現した。このペリー来航により鎖国政策はピリオド

をうち、日本の近代化はここに始まった。 

 

浦賀港

電話
FAX ：　０４６－８４２－４１２１

浦賀コミュニティセンター分館

（浦賀文化センター）
浦賀駅から浦賀通りを徒歩10分

所在地：横須賀市浦賀７－２－１

京急浦賀駅
至大津 至観音崎

至久里浜

浦賀ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

浦賀行政センタｰ 　浦賀
警察

　市営
プール

浦賀文化センター

ﾊﾞｽ停･ﾄﾞｯｸ前

 

 

 

 

⑨「浦賀港とスペイン商館」 

鴨居中、徳川家康は江戸

に入ると、対外貿易積極策

を展開し、江戸に近い浦賀

を貿易港とした。貿易の相

手にはイスパニアを希望し

ており、フィリッピンに使い

を出している。この要望を

受け入れて慶長 11 年

(1606)と 13 年(1608)にイス

パニア船が入港した。これ

らを契機にして浦賀には修

道院や商館が建てられ、金

銀島探検の任務をもったビ

スカイノらも浦賀に滞在し

た。しかし、浦賀の貿易港

構想はこれ以上に発展す

ることなく、家康の死去とと

もに消滅した。 

② 「ヴェルニーと観音埼灯台」 浦賀中、 

明治2年(1869)1月1日、日本で最初の洋式灯

台である観音埼灯台が点灯した。開国後の条

約で定められた船舶の航行安全を図るための

ものであった。灯台建設には、横須賀製鉄所

（後の造船所）の所長であり、技術者のヴェル

ニーの力によることが大きい。 

③「勝海舟･福沢諭吉と咸臨丸」 上の台中、日米修好通商条

約批准交換の使節のお供として、安政7年(1860)1月、勝海舟

を艦長にした咸臨丸は浦賀を出港した。福沢諭吉は軍艦奉

行木村正毅の従者として乗り組んだ。日本人の手に 

よる最初の太平洋横断の航海であった。 

④「榎本武揚・渋沢栄一と浦賀ドック」 鴨居中、 

日本で最初の洋式軍艦･鳳凰丸の建造に貢献した中

島三郎助の招魂碑の除幕式の列席メンバーによっ

て「浦賀ドック」は創設され､この中心人物が榎本武

揚であった｡時を同じくして、西浦賀の川間の地に同

様に造船所を創ったのは明治期の大実業家渋沢栄

一であった｡ 

 
 

 
 

ペ
リ
ー
が
来
航
し
て

百
五
十
年
が
過
ぎ
、

日
本
は
着
実
に
近
代
へ

む
け
た
歩
み
を
進
め

て
い
た
。
浦
賀
の
町
は 

外
国
と
の
交
渉
の
場
か
ら
は
外

れ
て
い
っ
た
が
、
徐
々
に
形
が
出

来
て
き
た
幕
府
海
軍
の
基
地
の

様
相
を
呈
し
て
き
た
。
日
米
修
好

通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
る
と
、

そ
の
批
准
書
交
換
の
た
め
の
使
節

が
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
機
会
に
幕
府
海
軍
の
腕
試
し
に

と
供
奉
艦
を
送
る
こ
と
に
な
り
、

咸
臨
丸
が
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
整
備
の
た
め
に
造
ら
れ
た
ド

ッ
ク
。
こ
れ
が
日
本
で
最
初
の
ド

ラ
イ
ド
ッ
ク
で
あ
り
、
近
代
造
船

界
で
も
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
一

月
、
咸
臨
丸
は
幕
府
使
節
を
乗

せ
た
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
よ
り
一
足
先

に
出
航
す
る
た
め
、
浦
賀
港
で
最

後
の
補
給
と
休
息
を
と
っ
て
、
出

航
し
た
。
こ
の
出
来
事
か
ら
百
五

十
年
に
な
る
二
月
に
浦
賀
文
化

セ
ン
タ
ー
で
特
別
展
を
開
催
す

る
準
備
が
始
ま
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（山
本
） 

 

⑤「中島三郎助と鳳凰丸」 中島三郎助と遊ぶ会、 

ペリー来航により、幕府は軍艦の必要性を強く感じ、

浦賀奉行所の与力・中島三郎助らに軍艦建造を命じ

た。安政元年(1854)5 月、日本で最初の様式軍艦鳳

凰丸は浦賀の地で誕生した。 

⑩「小林一茶と専福寺」 上の台中、江戸時代の

俳人・小林一茶が残した日記の文化 3 年（1806）6

月 1 日の記事に、東浦賀の専福寺に墓参に訪れ

たことが記されている｡墓参は一茶が20数年前浦 

賀の地で出会った初恋 

の人へのものであった。 

その人はどんな人だっ 

たのでしょうか。境内に 

その句碑がある。 

⑦「徳田屋」 鴨居中01.3、 

東浦賀で始めて幕府の許可

をえて正式に旅館を営業し

た家で、浦賀を訪れた武士

や文化人等が泊まったと記

録されている。特にペリー来

航の時には、佐久間象山と

吉田松陰らがこれからの日

本のことを熱く語った場所で

ある。 

 
⑪「虎踊り」 浦賀中美術部、享保5 年(1720)伊豆下田から奉行所が浦賀へ

移転してきた。この時下田奉行所で足軽役として廻船の船改めをしていた

下田の問屋も浦賀へ移転してきた。この下田の問屋が伝えたのが「虎踊り」

であった。これに当時江戸で流行していた近松門左衛門の「国姓爺合戦」

のストーリーを取り入れ、和藤内を登場させ、唐子の踊りを入れて浦賀風の

「虎踊り」が完成した。現在は6月中旬の西浦賀四丁目（浜町）にある為朝神

社の祭礼の折に演じられる県の無形文化財である。 

 

⑥「雷電為右衛門」 浦賀中、江戸時代から明治時

代にかけて、三浦半島は相撲が盛んなところであっ

た。とくに浦賀には、江戸大相撲の力士が度々訪れ

た記録がある。なかでも文化6年(1809)6月には、江

戸大相撲でも無敵を誇った雷電為右衛門が来て、東

浦賀の東林寺境内で興行をしている。 

 

 

 

 

⑧「干鰯問屋」 浦賀小01年度卒業生一同 

歴史委員会、干鰯(ほしか)とは、鰯を天日でカ

ラカラになるまで干した物で、畑、特に綿作り

の肥料としては最適なものであった。浦賀の 

干鰯問屋は東浦賀のみに 

あり、江戸時代の初期には

15 軒であったが、寛永 19

年（1642）に30軒の問屋株

が成立し、大変な繁盛ぶり

であった。元禄5年（1692） 

からは灯明堂の維持管理と年間200両の運上

金を収めるようになった。町の浮き沈みはす

べてこの干鰯と関係があるほど東浦賀は干鰯

一色であった。 

浦賀国際文化村推進協議会の案内絵 

 ①  

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 



 

広報紙『浦賀文化』は、市役所、各行政センター、各コミュニティセンター、浦賀病院、浦賀駅、一部の小学校、中学校、高校の図書室などに置いてあります。 

歴
史 

語
ら
い
座
・浦
賀 

二
十
一 

 

郷
土
史
家 

山
本 

詔
一 

 

で
こ
の
窮
極
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
東
浦

賀
問
屋
を
失
望
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
こ

れ
を
伝
え
聞
い
た
関
西
の
問
屋
は
、
一
斉
に

融
資
を
止
め
、
逆
に
取
り
立
て
に
回
り
、
最

悪
の
状
況
に
な
っ
た
。 

 

元
文
四
年
に
な
る
と
「村
中
食
物
に
差
し

支
え
、
そ
の
日
暮
ら
し
を
し
て
い
た
者
は
一

飯
も
食
べ
ら
れ
な
い
者
も
あ
ら
わ
れ
、
二
月

か
ら
五
月
に
か
け
て
は
、
飢
え
の
た
め
病
死
の

外
は
な
い
と
さ
さ
や
き
あ
う
有
様
で
、
衣
服

も
な
く
、
壁
は
破
れ
、
一
日
中
戸
を
閉
め
切

っ
た
ま
ま
」と
い
う
状
況
で
、
港
に
停
泊
し
て

い
る
船
や
近
郷
へ物
乞
い
に
出
る
と
い
う
哀
れ

さ
で
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
状
況
で
あ
っ
た
の
で
、
干
鰯
運
上

金
は
元
文
元
年
か
ら
四
年
ま
で
上
納
で
き

ず
、
さ
ら
に
四
年
十
一
月
に
は
、
四
か
年
分

の
未
納
運
上
金
を
残
ら
ず
上
納
せ
よ
と
の
強

い
命
令
が
で
た
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
見
か
ね
た
時
の
浦
賀
奉

行
一
色
宮
内
直
賢
は
、
東
浦
賀
干
鰯
問
屋
の

歎
願
書
に
添
え
状
を
つ
け
て
、
勘
定
奉
行
所
へ

提
出
し
た
。
こ
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
江
戸
問

屋
と
浦
賀
問
屋
が
召
喚
さ
れ
、
浦
賀
問
屋
は

水
揚
げ
量
が
最
盛
期
の
百
分
の
一
以
下
に
ま

で
な
っ
て
い
る
現
状
を
訴
え
た
。 （

注
）
干
鰯
：
鰯
、 

ニ
シ
ン
を
天
日
で

二
十
日
以
上
干

し
た
も
の
。
鰯
・ニ

シ
ン
を
茹
で
て
絞

り
、
魚
油
を
取
っ

た
残
り
を
天
日
で

干
し
た
も
の
を
〆

粕
。
乾
燥
肥
料
と

し
て
江
戸
時
代
の

農
業
の
発
展
に
役

立
っ
た
。
〆
粕
は

飼
料
、
醸
造
原
料

な
ど
に
も
使
わ

れ
た
（広
辞
苑
）。 

 
 

 

東
浦
賀
に
あ
っ
た
干
鰯
蔵 
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平成２２（２００９）年１月１日（金） 

 
発行：横須賀市浦賀コミュニティセンター分館(浦賀文化センター)  休館日：年末年始  電話番号：０４６－８４２－４１２１ 

 
 
 
 

浦
賀
や
観
音
崎
周
辺 

は
小
規
模
な
が
ら
照
葉

樹
林
が
残
っ
て
い
る
地
域 

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

樹
林
の
構
成
要
素
の
ひ
と
つ
に
、

ク
ス
ノ
キ
科
の
植
物
が
あ
り
、
シ

ロ
ダ
モ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ

イ
な
ど
が
数
多
く
自
生
し
て
い

ま
す
。
公
園
や
広
場
な
ど
に
植

栽
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
ク
ス
ノ

キ
、
マ
ル
バ
ニ
ッ
ケ
イ
、
ゲ
ッ
ケ
イ

ジ
ュ
、
こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
ハ
マ
ビ

ワ
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。(

ク
ス

ノ
キ
は
県
内
で
は
厳
密
に
は
自

生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。)

ハ
マ
ビ
ワ

は
常
緑
の
小
高
木
で
幹
ま
わ
り

二
十
五
㎝
、
高
さ
七
ｍ
程
に
な
り

ま
す
。
多
々
羅
浜
に
は
生
垣
仕

立
て
の
一
ｍ
前
後
に
低
く
刈
り
込

ま
れ
た
十
数
株
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
近
辺
の
水
飲

み
場
の
そ
ば
に
高
さ
二
ｍ
く
ら
い

の
一
株
が
み
ら
れ
ま
す
。
ハ
マ
ビ

ワ
は
雌
雄
異
株
で
す
が
、
こ
こ
に

は
雄
木
も
雌
木
も
あ
り
花
も
実

も
年
中
楽
し
め
ま
す
。
九
月
～

十
一
月
上
旬
に
淡
黄
白
色
の
小

さ
な
花 

ハ
マ
ビ
ワ 

浦賀の植物 

大
前 

悦
宏 

県
植
物
誌
調
査
会
会
員 

さ
な
花
を
葉
腋
の
散
形
状
に
つ

け
、
少
し
芳
香
も
あ
り
ま
す
。
雄

花
は
お
し
べ
が
花
被
（花
び
ら
）か

ら
長
く
つ
き
で
る
の
で
雄
木
と
わ

か
り
ま
す
。
花
は
三
数
性
な
の
で

倍
の
数
九
～
十
二
個
の
お
し
べ
が

三
～
四
輪
に
並
び
、
内
側
一
～

二
輪
の
も
の
は
腺
体
を
も
ち
、
花

被
は
筒
状
で
六
裂
し
、
内
面
外

面
と
も
に
毛
が
あ
り
ま
す
。
仮

め
し
べ
は
ご
く
小
さ
く
目
立
ち

ま
せ
ん
。
雌
花
の
仮
お
し
べ
は
九

～
十
二
個
が
三
～
四
輪
な
ら
び

葯
は
あ
り
ま
せ
ん
。
め
し
べ
は
一

個
。
結
実
す
る
の
で
雌
木
と
わ
か

り
ま
す
。
液
果
は
十
一
月
下
旬

こ
ろ
緑
青
へ
と
変
わ
り
、
こ
の
ま

ま
冬
を
越
し
四
月
こ
ろ
暗
緑
青

に
変
わ
り
ま
す
。
六
月
頃
に
な

る
と
黒
い
緑
色
へと
変
わ
り
、
九

～
十
月
に
は
成
熟
し
黒
色
と
な

り
ま
す
。
ビ
ワ
の
実
と
い
う
よ
り

ド
ン
グ
リ
に
似
て
い
ま
す
。
楕
円

形
で
長
さ
一
．
五
㎝
ほ
ど
の
大

き
さ
で
中
に
種
子
を
一
個
も
っ

て
い
ま
す
。
果
実
は
杯
状
に
膨
ら

ん
だ
果
床
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。 

市制 100周年記念咸臨丸フェスティバル 

 

 世界は一つ！文化と伝 

統を育んできた扇海の浦 

賀港とロンドンのテムズ川 

は、似た者同士？「スケールは違うが似ている！」

といって感激した人物がいました。約 400 年程前

に来日したイギリス人のセーリス司令官です。彼は

友好を深めるため徳川家康に会っています。その

折、家康の勧めでウィリアム・アダムスと共に商業

港の浦賀に出向いています。彼の目に映った浦

賀港の光景は、祖国イギリス、ロンドンの町を流れ

ているテムズ川によく似ていました。船が安全に航

行できる申し分のない港でした。 

 世界は一つ！2012年にはロンドンオリンピックが

開幕します。新たな歴史を作るためにテムズ川は

何を演出してくれるでしょうか？浦賀港も脚光を浴

びる日が楽しみですね。「頑張れ浦賀港！」 

浦
賀
奉
行
所
を
東
浦
賀
に
設
置
す
る
こ

と
に
反
対
さ
れ
、
奉
行
所
が
西
浦
賀
に
置

か
れ
て
か
ら
、
船
番
所
で
廻
船
の
改
め
が
始

ま
る
と
、
西
浦
賀
に
次
々
と
問
屋
が
開
か

れ
、
浦
賀
に
新
風
が
起
こ
っ
て
き
た
。 

 

そ
れ
に
引
き
替
え
東
浦
賀
村
で
は
、
そ
れ

ま
で
六
十
二
石
の
村
高
で
も
、
三
浦
半
島

一
、
い
や
相
模
国
で
も
一
、
二
の
富
裕
な
町

を
支
え
て
い
た
東
浦
賀
の
干
鰯
問
屋
の
商

売
に
大
き
な
暗
雲
が
垂
れ
こ
ん
で
き
た
。 

 

享
保
十
五
年
（一
七
三
〇
）に
な
る
と
、

そ
の
陰
り
は
一
層
激
し
く
な
り
、
古
来
か

ら
の
干
鰯
問
屋
の
中
に
潰
れ
る
も
の
が
続

出
し
、
や
む
な
く
東
浦
賀
で
十
三
人
を
挙

用
し
て
人
数
増
強
を
は
か
り
衰
退
に
歯
止

め
を
か
け
よ
う
と
し
た
が
、
資
本
力
の
乏

し
い
新
規
参
加
の
問
屋
で
は
、
劣
性
を
挽
回

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
浦
賀
に
揚
が

る
干
鰯
は
江
戸
の
一
％
に
も
満
た
な
い
と

い
う
惨
状
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
時
代
、
干
鰯
は
「一
村
買
い
」と
言
っ

て
、
来
年
収
穫
す
る
鰯
す
べ
て
を
買
い
取

る
、
投
機
的
な
商
売
に
な
っ
て
お
り
、
当
た

れ
ば
何
倍
も
の
儲
け
に
な
る
が
、
は
ず
れ

る
と
倒
産
の
憂
き
目
に
あ
い
、
資
本
力
が

な
い
者
は
次
々
に
脱
落
し
て
い
っ
た
。 

 

元
文
期
に
は
い
る
と
窮
乏
は
一
段
と
進

み
、
元
文
三
年
（一
七
三
八
）秋
、
つ
い
に
江

戸
揚
荷
物
の
五
分
の
一
を
浦
賀
に
回
し
て

く
れ
る
よ
う
に
訴
え
た
が
、
当
然
江
戸
問

屋
か
ら
の
異
議
が
あ
り
、
町
奉
行
も
「商
売

の
こ
と
は
公
儀
か
ら
命
令
す
る
も
の
で
な

く
、
そ
の
上
差
し
さ
わ
り
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
双
方
で
よ
く
話
し
合
い
し
て
決
め
る
よ

う
に
」と
い
わ
れ
て
し
ま
い
、
幕
府
の
命
令

で
こ 

（ク
ス
ノ
キ
科
） 

備
わ
っ
て
い
ま
す
。
分
布
は
山
口

県
、
高
知
県
（四
国
の
西
南
部
）、

九
州
。
沖
縄
、
済
州
島
の
沿
岸
地

帯
。
ア
ジ
ア
の
熱
帯
・亜
熱
帯
を

中
心
に
四
百
種
。
日
本
に
は
三

種
が
見
ら
れ
ま
す
。
学
名
の
種

小
名
はjaponika

日
本
と
い
う
意

味
で
原
産
地
の
ひ
と
つ
を
示
し
て

い
ま
す
。
ハ
マ
ビ
ワ
の
植
栽
可
能
地

は
関
東
か
ら
西
と
い
わ
れ
、
実
生

も
よ
い
と
い
わ
れ
る
と
、
い
ま
に

自
然
植
生
分
布
域
と
の
境
界
線

が
温
暖
化
も
進
行
し
、
は
っ
き
り

し
な
く
な
る
恐
れ
は
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
名
の
起
こ
り
は
沿
海
地
に

生
え
る
ビ
ワ
・淡
褐
色
の
毛
の
多

い
枝
葉
が
ビ
ワ
に
少
し
似
て
い
る

か
ら
ら
し
い
。
材
は
薪
炭
用
、
器 

具
類
、
樹

は
沿
海
地

の
防
潮
林
・ 

防
風
林
に

植
栽
さ
れ

ま
す
。 

第20回【特別企画展示会】のお知らせ 

干
ほ
し

鰯 か

問
屋
窮
地
に 

「咸臨丸と浦賀」～万延元年遣米使節150周年～ 

2月6日（土）～21日（日）10時～16時 

荒波に挑んだ咸臨丸の偉業、乗組員の様子な

ど浦賀と咸臨丸の関係を現わす展示会です。 

また、レンガドック活用イベント実行委員会主

催の「咸臨丸の生涯」と同時開催(元住重浦賀工

場内)で、「日米修好通商条約締結150周年」を祝

うコラボレーションの展示会となります。 

山本詔一さんの基調講演は、2月6日(土) 

13時30分～15時、浦賀コミュニティセンター 

集会室で行います。 

基調講演、展示会ともに皆様のご来場をお待ち

申し上げます。 

なお、浦賀文化センターは準備と後片づけの

ため、2月3日～5日と22日は通常利用はできま

せん。また、会期中の 2月 6日から 21 日までは

教室の利用はできません。ご迷惑をおかけしま

すがご了承ください。 

笑話一題 
 

 

 

開催場所：浦賀文化センター 

 

ち
ょ
う
ど
殻
斗(

か
く

と
）を
も
っ
た
「ど
ん
ぐ

り
」を
想
像
し
て
も
ら 

え
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る

地
方
で
は
こ
の
果
実
を
子
供
ら

が
鉄
砲
の
弾
に
し
て
遊
ぶ
こ
と

か
ら
「
テ
ッ
ポ
ン
ダ
マ
」
の
名
が

あ
り
ま
す
。
葉
は
枝
先
に
集
ま

り
革
質
で
厚
く
、
葉
の
表
は
濃

緑
色
と
な
り
少
し
光
沢
が
あ

り
、
葉
の
裏
面
は
茶
色
の
細
毛

が
密
生
し
葉
脈
が
著
し
く
隆

起
し
て
ビ
ワ
の
葉
裏
と
似
て
い

ま
す
。
何
と
い
っ
て
も
四
月
頃

の
新
緑
の
芽
立
ち
の
様
子
は
ビ

ワ
の
そ
れ
と
そ
っ
く
り
に
見
え

ま
す
。
三
年
の
ト
ベ
ラ
と
比
べ

て
、
葉
を
つ
け
て
い
る
期
間
が

五
～
七
年
と
長
い
こ
と
や
葉
の

厚
さ
も
内
陸
の
植
物
に
比
較

し
て
約
二
倍
の
厚
さ
と
い
い
「エ

コ
」
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
よ

り
厳
し
い
海
浜
の
環
境
に
適
応

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
強
風
の
も
と
、
幹
も
樹
形

も
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
耐
塩
性
植
物
に
は
ハ
マ
ビ

ワ
の
ほ
か
に
ト
ベ
ラ
、
マ
ル
バ
グ

ミ
、
マ
サ
キ
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
海
浜
植
物
共
通
の
特
徴
が

そ 

ハ
マ
ビ
ワ
の
花
と
実 


